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１．はじめに 

 反応性シラン系表面含浸材は，コンクリート内部に含浸して撥水層を形成することで，外部からの水分の浸

入を抑制し，内部の水蒸気を逸散する性質がある．このため，水に由来する劣化対策に有効な材料である．ま

た，塗り材でありながら，剥がれや浮きが生じず，無色透明であるため，構造物の外観を損ねることがない．

1985 年 8 月に劣化防止及び外観保持の目的から，打ち放しコンクリート建築物に反応性シラン系表面含浸材

を施工し，施工 20 年が経過した 2005 年の時点で耐久性が確保されていることを確認した 1)．2015 年で施工後

30 年が経過したことから，反応性シラン系表面含浸材の撥水効果維持を確認するため，調査を実施した． 

２．調査実施内容 

 調査は建物外壁で a)撥水効果の確認，b)表面吸水試験，

また採取したコアを用いて c)含浸深さ測定を行った． 

３．撥水効果の確認  

 建物外壁に散水し，撥水の状態を調査した．無処理で

散水した場合，吸水して濡れ色になる箇所が見られたが，

吸水した箇所をワイヤーブラシで表面処理すると，写真

-1に示すように，撥水することを確認した．すなわち，

部分的に表層部の撥水性は失われているが，コンクリー

ト内部の撥水性は施工 30 年後も機能していることがわ

かった． 

４．表面吸水試験 

 反応性シラン系表面含浸材の品質評価方法に，コア

を採取して含浸深さを測定する方法等があるが，これ

らの方法は実構造物に損傷を与えてしまう．一方，完

全非破壊で評価する方法として，コンクリート実構造

物の表面吸水速度を測定する表面吸水試験方法が開発

され，実用化されつつある 2),3)．この表面吸水試験方法

は反応性シラン系表面含浸材の塗布効果を完全非破壊

で定量化するのに有効な手法 4)と考えられているため，

建物外壁で表面吸水試験を試みた． 

 表面含浸材の吸水抑制効果を確認するためには，比

較対象として無塗布の壁面での測定結果も必要である．

しかし，全ての壁面に表面含浸材が塗布されていたた

め，含浸深さ測定用のコア採取後の削孔を使用してコ 
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写真-1 ワイヤーブラシ処理後の撥水状況 

図-1 単位吸水量の経時変化 
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ンクリート内部の吸水量を測定し，比較対象とした．結果を

図-1に示す．反応性シラン系表面含浸材を施工した含浸面は，

吸水開始直後は単位吸水量が増加する傾向を示した．これは

吸水開始直後にコンクリート表層側でわずかに吸水したため

であると考えられる．しかし，時間の経過とともに単位吸水

量にほとんど変化がみられなくなり，コンクリート内部と比

較して，明らかに小さな値を示した．コンクリート内部への

吸水がないため，時間の経過とともに単位吸水量に変化がみ

られない状態になったと考えられる．これより，表層部の表

面含浸材は劣化してきているが，コンクリート内部では撥水

層が存在し，コンクリート内部への吸水を防止していると推

測した．  

５．含浸深さ測定 

 採取したコアを採取方向に割裂し，水に漬け

て直ちに取り出し，撥水層の深さを測定した．

各割裂面 5 点を計測し，その平均値を含浸深さ

とした．測定時の供試体の状況を写真-2，測定

結果を図-2に示す．平均含浸深さは 5.7mm で

あり，最小深さは 2.1mm であった．コアの採

取箇所や測定位置によって含浸深さは異なっ

ていたが，採取した全てのコアで現在も劣化せ

ず撥水層が存在することを確認した． 

６．まとめ 

 施工 30 年後の追跡調査により，わかったこ

とをまとめると次のとおりである． 

1) 反応性シラン系表面含浸材の撥水性能は現

在も機能しており，耐久性は 30 年以上である． 

2) 表面吸水試験が，反応性シラン系表面含浸材の塗布効果を完全非破壊で確認する有効な手法である． 

 反応性シラン系表面含浸材施工後 20 年および 30 年の耐久性に関するデータを採取することができた．今後

もさらに調査を継続し，反応性シラン系表面含浸材の長期耐久性を評価していきたい． 
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図-2 含浸深さ測定結果 
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写真-2 含浸深さ測定時の供試体 
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